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▲スマホ向けの防災アプリ「みたチョ」

山本  雅之

木村  晴恵

問　

毎
年
、
大
雨
に
よ
る
住

宅
へ
の
浸
水
や
道
路
冠
水
な

ど
の
被
害
が
出
て
お
り
、
大

雨
へ
の
対
策
は
万
全
か
問
う
。

　

百
年
前
に
30
ほ
ど
あ
っ
た

一
時
貯
水
に
有
効
な
た
め
池

が
、
今
は
12
カ
所
。
そ
れ
も

一
部
埋
立
て
ら
れ
、
池
面
積

は
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
型
の
ダ
ム
と
い
わ
れ
る
田

ん
ぼ
も
、
こ
こ
25
年
ほ
ど
で

半
減
し
て
お
り
、
減
少
傾
向

は
続
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
補
う
施
策
と
し
て
、
学

校
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
時
貯

水
池
化
や
大
型
貯
水
池
の
検

討
は
。
ま
た
、
近
隣
２
市
１

一

般

質

問

無所属

公明党

大雨への対策は万全か

自治体アプリの普及を

順次対応していく

調査・研究を進める

平郡理事

角田理事

問　

命
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
救
急

救
命
の
知
識
を
子
ど
も
の
時

か
ら
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

将
来
大
人
に
な
っ
た
時
に
役

立
つ
よ
う
、
応
急
手
当
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
子
ど
も
救
命
士
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

救
急
救
命
に
関
す
る
こ

と
を
、
早
い
段
階
か
ら
学
ん

で
お
く
と
い
う
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
学
校
や
子

ど
も
会
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
加
古
川
市
消
防
本

部
と
連
携
し
て
子
ど
も
救
命

士
の
育
成
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

音
楽
療
法
の
活
用
を

導
入
施
設
に

補
助
を
紹
介

角
田
理
事

問　

心
身
の
機
能
回
復
や
、

治
療
効
果
を
発
揮
す
る
音
楽

療
法
を
、
行
政
施
策
の
中
に

展
開
す
る
べ
き
で
は
。

答　

認
知
症
な
ど
の
高
齢
者

や
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し

て
効
果
が
あ
り
、
施
設
な
ど

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
導

入
す
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
県

の
補
助
事
業
を
紹
介
す
る
。

町
で
導
入
や
導
入
予
定
の
、

家
庭
や
企
業
で
の
増
水
防
止

や
散
水
利
用
な
ど
が
期
待
で

き
る
小
型
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

へ
の
助
成
は
。

答　

雨
水
を
速
や
か
に
海
や

河
川
に
放
流
す
る
雨
水
幹
線

を
整
備
し
て
き
た
。
今
後
も

整
備
を
進
め
、
た
め
池
や
田

ん
ぼ
を
生
か
し
た
対
策
を
関

係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。
学
校
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

一
時
貯
水
化
は
、
大
掛
か
り

な
工
事
と
な
る
た
め
困
難
と

考
え
る
。

　

大
型
貯
水
池
は
、
広
大
な

用
地
と
費
用
が
必
要
な
た
め
、

現
在
導
入
計
画
は
な
い
。

　

昨
年
度
、
県
下
で
16
市
町

が
250
戸
に
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

へ
の
助
成
を
実
施
し
た
。
こ

れ
ら
の
費
用
対
効
果
や
近
隣

市
町
の
動
向
を
注
視
し
、
助

成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

排
水
処
理
は
今
後
も
計
画

的
に
整
備
を
進
め
、
道
路
側

溝
や
用
水
の
溢

※

水
対
策
に
順

次
対
応
し
て
い
く
予
定
。

問　

道
路
の
浸
透
性
舗
装
の

普
及
率
は
い
く
ら
か
。　

答　

集
計
は
な
い
が
、
歩
道

の
新
設
や
改
修
時
に
透
水
性

舗
装
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

現
在
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
活
用
し
た
防
災
ア
プ
リ

「
み
た
チ
ョ
」
を
配
信
し
て

い
る
。
今
後
も
内
容
を
広
げ

て
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
、
緊
急
情
報
、
観
光
、
交

通
情
報
な
ど
更
に
充
実
さ
せ
、

普
及
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

自
治
体
ア
プ
リ
以
外
で

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
昨

年
末
か
ら
開
設
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
は
り
ま
以
外

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
調
査
研
究
を
進
め
る
。

子
ど
も
救
命
士
へ
の
考
え
は

加
古
川
市
消
防
本
部

と
協
議

角
田
理
事

▲田んぼは小型のダム

議案などの審議結果【平成27年5月臨時会・6月定例会】

賛 否 の分かれた議案
（○…賛成、×…反対、欠…欠席）

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

議
決
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

木
村
　
晴
恵

大
瀧
　
金
三

山
本
　
雅
之

宮
宅
　
　
良

岡
田
千
賀
子

松
下
　
嘉
城

河
野
　
照
代

神
吉
　
史
久

小
原
　
健
一

藤
原
　
秀
策

奥
田
　
俊
則

藤
田
　
　
博

松
岡
　
光
子

田
中
　
久
子

町
長
提
出

人
事 副町長の選任同意（三村隆史氏） 11 2 可決 5/11 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － × × 〇 〇

条
例 専決処分の承認（播磨町税条例の一部改正） 11 2 可決 5/11 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × ×

契
約 工事請負契約締結（播中武道場改修工事） 11 2 可決 6/2 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × 〇 〇

※　播磨町議会の現議員数は14人です。採決は、全議員の過半数（７人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の賛成をもって可
決されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。

※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席10番藤原秀策。議長不在などの場合には副議長が議長を務めます）。
ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全  員  賛  成 で可決・同意・選出した議案

議　案　名 議決日

町
長
提
出

人
事▶監査委員の選任（宮宅良氏） 5/11

条
例▶あえのはま広場条例制定　 6/2

予
算▶平成27年度一般会計補正予算（第１号） 6/2

契
約
▶工事請負契約締結（播磨小学校北校舎大
規模改造工事（第２期））　▶工事請負契
約締結（うみえーる広場整備工事）

5/11

　平成27年６月１日（月）神戸市内で開催さ
れた兵庫県町議会議長会総会において、藤田
博議員が兵庫県町議会議長会会長から自治功
労者特別表彰を受けました。
　この表彰は、地方自治の振興発展や議会権
威の向上に尽くされた方のうち、特にその功
績が顕著な方に対して贈られるものです。

藤田博議員に
兵庫県町議会議長会自治功労者特別表彰

▲特別表彰を受賞した藤田博議員

議　案　名 議決日

町
長
提
出

契
約
▶工事請負契約締結（ごみ焼却施設補修工
事）　▶工事請負契約締結（南中武道場改
修工事）

6/2

委
員
会
提
出

意
見
書
差別と増悪をあおる表現行為の根絶に向け
た対策を求める意見書 6/10

選
挙兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 6/2

※
溢
水
＝
水
が
あ
ふ
れ
出
す
こ
と


